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研究の目的

児童生徒の発育に影響を与える要因については,

いろいろな立場から報告がなされている。例えば

全国統計的な資料を用いての都道府県レベルの発
1)

育の差やその将未予測,

3)4)5)移を縦断的に観察したもの、

また同一集団の発育の推

移を縦断的に観察したもの,都市,農村など社会

6)7)8)
構造による地域差よりみたもの,思春期の発育と

9)10)深く関係する第二次性徴より論じたもの,長育と

11)12)13) 陣川幅育のアンバランス,身体組成面,また社会経済

16)17)18)的見地よりみたもの,など多くの報告がある。し

かし,都市,農村及びその中間部の地域差をとり

あげ,義務教育期間を通した児童生徒の体位の変

化,また親の体位との関連性についての研究報告

は少ない。

本研究は,小・中学校9年間の身長,体重の発

育経過について地域別に比較するとともに,両親

の体位との関係について検討し,興味ある結果を

得たので報告する。

研究の対象及び方法

農村部の生徒は愛知県三河山間部のA中学(僻

地1級)3年男女54名,都市部の生徒は名古屋市

のC中学3年男女132名,両者の中間に位置する

中間部の生徒は,豊田市のB中学3年男女50名,

計236名を対象とした。各対象者の小学1年,4

年,中学1年,3年次の身長,体重を健康診断票

より求めた。出生時の身長,体重並びに両親の身

長,体重は質問紙による配票調査より求めた。調

査時期は昭和55年2月である。各年次及び両親の

身長,体重の平均値を地域別に算出,また,中学

3年次の身長,体重に対する出生時,各年次及び

両親の身長,体重との相関係数を求めて分析した。

なお、対象者は全データを有する者に限定した。

研究成績

1.小・中学校9年間の身長,体重の発育推移

男女別,地域別に示しだのが図1である。A中

学男子の身長及び体重は,他のB,C中学男子に

比較して,全学年をととして低い傾向にあるが,

統計的に有意な差はみられなかった。な払 B,

C中学男子の身長,体重は9年間をととして顕著

な差を示さなかった。一方,女子については,男

子でみられた農村部と他地域との明らかな差は認

められなかった。しかし,中間部C中学女子の体

重は中学1年から他のB,C中学女子の体重より

低い傾向を示し,中学3年ではC中学女子と有意

な差となった(Pく0.05)。これにより,男女別地

域別に異なる発育経過をたどることが推察された。

2.両親の身長,体重の地域差(図2参照)

A, B, C中学の父親の平均身長は,それぞれ

161.9cm, 164.3cin, 165.4cmであり,農村部父親は

中間部父親(Pく0.05),都市部父親(P<0.001)

より有意に身長が低かった。同様に母親の平均身

長は, A, B, C中学それぞれ, 151.9cm,,153.7

cm,153.9 cmであり,農村部母親の身長は都市部母

親の身長より有意に低い値を示した(Pく0.01)。

これにより,都市化が進んでいる度合いに応じて
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両身の身長は大であることが判明した。

体重では, A, B, C中学それぞれ父親で58.5

kg. 62.3 kg, 60.2 kg, 母親で52.0kg,52.3kg,53.7

kgであった。有意な差は農村部父親の体重が中間

部父親の体重より低い値を示したのみである。ま

た,中間部の父親の体重が最も高い値を示し身長

とは異なる結果であった。以上,農村部の両親は,

身長,体重ともに他地域に較べて劣る傾向にあっ

た。

3.中学3年次の身長,体重と他の年次及び父

母の体位との関連

各年次及び父母の体位との相関係数の結果を,

図2 地域別にみた両親の身重及び体重
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身長については表1に,体重については表2に示

した。中学3年次身長と出生時身長は,全体とし

ては有意な正の相関を示すが,男女別にみると,

男子が高い相関を示すのに対して,女子は有意な

相関を示さなかった。しかし,小学校1年次の身

長とでは,男女とも,どの学校でもすでに高い相

関を示した(P<0.001)｡両親の身長との関係は,

全体では母親の身長の方が父親の身長より相関が

高かった。この傾向は特に男子に顕著であった。

地域別にみると,農村部A中学男女の身長は,母

親の身長より父親の身長の方が相関が高く,逆に

中間部B中学,都市部C中学の男女の身長は,父

親の身長より母親の身長との相関が高かった。

つぎに中学3年次の体重と出生時体重との相関

は,女子においてのみ有意な相関がみられた。こ

れは身長とは性差において逆であり出生時身長は

男子に,出生時体重は女子により強く関係してい

ることが判明した。小学校入学時からの相関は,

身長と同様,男女,3中学とも強い相関を示した

(P<0.001)。

表1 中学3年次の身長と他の年次及び父母の身長との相関係数

**･; p<0.001, **; p<0.01,*; p<〔〕.05,-"ヽ^';相関の高い側

表2 中学3年次の体重と他の年次及び父母の身長との相関係数

゛**;pく0.001,
･*;

pく0.01,
*;

pく0.05, ―ヽ'ヽ~ヽ･;相関の高い側
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両親の体重との関連は,全体では父,母の両方

とも有意な相関を示したが,父親より母親の体重

の方がより相関が高かった。しかし,性別でみる

と,男子は父親の体重とは殆んど関達しないが,

母親の体重とは高い相関を示し,女子は男子と逆

であり,母親より父親の体重と相関が高かった。

地域別にみると,前述の身長と同様,農村部A中

学男女は母親より父親の体重との相関が高く,反

対に都市部の男女は父親より母親の体重との関連

が強かった。なお、中間部B中学では,男子は母

親に強く関連し,女子はどちらともいえない低い

相関を示した。

以上,中学3年男子の身長は出生時身長からす

でに高い相関を有し,一方体重は小学校より高い

相関を示してくる。女子の身長,体重は出生時と

は低く,十学校人学から高い相関を示した。両親

の体位との関連は地域により顕著な差がみられ,

農村部男女の身長,体重は母親より父親の体位と

関連が強く,逆に都市部男女の身長,体重は,父

親より母親の体位との関連が強かった。

考 察

小学校入学時から中学3年までの9年間の身長,

体重の発育の推移については,その平均値におい

て,農村部男子が都市化の進んだ地域より劣る傾

向にあった。この農村一都市における発育に関し
19)

ては,臼谷らは,僻地校での体位が顕著に劣るの

は入学時における劣りが持続することが主因であ

り,これに発育スパート時のわずかな劣りが付加

されることにあるとし,その要因は,後天的な環

境生理学的諸要因によるもので,遺伝的要因で

7)
はないとしている。小林らは,北海道における札

幌中心部と僻地との体位の差で同様の結果を得

ている。またそこでは,地域間の差は男女とも14

才が最大とあったが,本成績の関係では,男子は

中学2年(13才)が身長,体重とも有意な差が出

20)
でおり,北海道と束海地方の差も考えられる。武

6)
田は和歌山のデーターより,親の職業による発育

への影響をとりあげ,特に第1次産業による発

育への影響をとりあげ,第1次産業に占める割

合が大きかった市町村ほど,子どもの身長が男子

17)
とも有意に低いことを報告している。同様に内野

は,5才時の体格では,保護者の職業が工員,商

業群は他の職業従事者の子より劣り,ずんぐり型

の傾向が強いとしている。なおZevalataらは人種

間の発育の差について,メキシコ系アメリカ人の

6才~17才における身長及び体重は,白人の子供

の25%タイル値とほぼ同等であることを報告して

いる。

次に,中学3年時の身長,体重と出生時の身長,

体重との相関においては,出生時身長は男子と,出

生時体重は女子と相関を示し,男女別に異なる傾向

を示した。この出生時の体重が将来の発育をいか

に予測するかについては,田中は,出生時体重が

14才の身長,体重に相関し,かつ出生後6ヵ月~

1年の体位が将来の発育に大きく影響するとして

いる。その際,男子の相関値の方が女子の相関値

より大であり,男子の方が早期に成育度を予知で

きることを報告している。この傾向は,本調査で

は身長の項目においてあらわれている。

また,本成績での小学校入学後から中学3年ま

での体位の相関はいずれも高く,同様な報告は,

3)
前記田中や,幼稚園からすでにあらわれていると

17)
する内野の報告がある。なお地域差がみられない

ことから,この時期は,どの地域においても大は

大なりに,小は小なりに発育している様子がうか

がえた。このことは,小学校から高校3年までの

追跡により,年齢とともに早熟性,晩熟性といっ

た個性的な発育パターンを示しはするが,大から

小,または小から大といった極端な体位の変動を

5)
きたすことはばとんどないという川畑の報告によ

2)
つても裏づけられている。なお高石は,身長の将

来予測について,今後は急激な発育促進現象は身

長の大である地方は鈍化し,過去身長の劣る地方

が追いあげる傾向にあるとしている。また思春期

10)
の特徴と発育について,奥野らは,年令が同じな

ら声変わりあるいは乳房の変化で象徴される二次

性徴が発達しているものほど身長,体重は大きく,

またその逆も正しいとし,一方,身長が同じなら

体重の大きいものほど二次性徴の発達大であり,

その逆も正しいとしている。

8)
また,大山は,児童の発育に及ぼす影響として,

社会経済的な面に加えて,日常生活における運動

や栄養面からも言及する中で,都市と農村の差は
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認めにくくなっていると指摘している。一方,村
22)

島らは,15年前との比較において,就業構造の変

化,生活環境の改善等に伴い,農村学童の生活は

都市に近づいた面もみられるが,なお生活習慣に

はまだ差がみられ,それは地域社会,家庭の習慣

に起因するものであると報告している。

次に,中3時体位と両親の体位との相関につい

て,農村部は男女とも母親より父親との相関が高

いことが著明であり,逆に都市部では父親より母

親との相関が高かった。このことは,日常の家庭

生活において子どもへの影響が,都市部では母親

の影響がより大きく,農村部では父親の影響がよ

り大きく作用していることを推測させる。

ここで問題となるのは,農村部男子の身長,体

重は他地域より劣っていること,また農村部父親

の身長,体重も他地域より劣っていること,かつ,

農村部親子の体位の相関は母親より父親の体位に

より強く関連していることである。これらを考え

合わせると,農村部児童,特に男子の発育に関し

ては,現在から将未にわたって大きな課題を提起

しているといえる。しかし,女子についてはこの

傾向は認められず,男女異なる発育要因がなお検

討されなければならない。

結 論

都市,農村及びその中間に居住する児童生徒の

小・中学校9年間の身長,体重の発育推移につい

て縦断的に検討するとともに,それに影響を及ぼ

すと考えられる両親の体位との関連について検討

し,以下の結論を得た。

1.農村部男子の身長,体重は,小・中学校9

年間にわたって他の2地域の男子よりそれぞ

れ劣る発育傾向にあった。

2.中学3年次身長に対して,出生時身長は男

子と高い相関を示し,中学3年次体重に対し

て出生時体重は,逆に女子と相関を示した。

3.小学校入学時からの身長,体重は,男女と

もすでに中学3年次の身長,体重とそれぞれ

高い正の相関を示した。

4.中学3年次の身長,体重と両親の身長,体

重との関連には顕著な地域差が認められた。

即ち,農村部男女の発育は父親の体位に,都

市部男女の発育は逆に母親の体位により関連

が強くあらわれた。

以上,義務教育期間における発育経過及び両親

と子どもの体位との関連については性差,地域差

が認められた。これらの発育差に影響を及ぼす要

因についてはさらに疫学的検討を加える必要があ

る。

稿を終るにあたり,データ解析,論文構成等御

指導下さいました名古屋保健衛生大学医学部衛生

学教室・大谷元彦教授並びに調査に御協力下さい

ました関係者の皆様に深く感謝致します。

なお本稿は,第13回藤田学園医学会(Oct.

1981,豊明)及び第40回日本公衆衛生学会総会

(Oct. 1981,名古屋)における発表内容より抜粋

したものである。
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